


帯状疱疹ワクチンの定期接種が開始されます 

 

本年４月から帯状疱疹ワクチンが定期接種となりました。帯状疱疹は、皮膚に水泡を伴う発疹が出る疾患ですが、

罹患すると、その痛みは強く、日常生活に支障をきたすことが多い皮膚疾患です。また顔面にできた場合は、まれ

に失明することもあり要注意です。 

高齢になるとその出現頻度が増加してきます。治療薬はありますが、その症状が激烈なため、やはり予防が肝心で

す。その予防にはワクチンが有効です。 

ワクチンには２種類あります。生ワクチンと不活化ワクチンです。それぞれ長所短所ありますが、例えば、不活化ワク

チンのほうは高価で 2 回接種必要ですが、有効性が高いことで知られています。それぞれのワクチンの特徴につい

てはかかりつけ医師にご確認ください。厚労省のホームページ（「厚労省」「帯状疱疹ワクチン」で検索）にも詳しく掲

載されております。 

定期接種となったことで自治体から対象者には補助があります。ぜひ副反応等十分考慮に入れられたうえで、接種

されることをお勧めします。    （野﨑秀一） 
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